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関田山脈関田山脈関田山脈

風景紀行

関
田
山
脈
と
「
信
越
ト
レ
イ
ル
」

 

［
北
信
署
］
飯
山
市
の
北
西
部
、
長
野
・
新
潟

両
県
に
跨
る
「
関
田
山
脈
」
は
、
斑
尾
山
か
ら

天
水
山
ま
で
の
標
高
千
㍍
前
後
の
山
並
み
が
約

八
十
㌔
㍍
に
わ
た
っ
て
連
な
り
、
斑
尾
高
原
、

な
べ
く
ら
高
原
、
光
ヶ
原
高
原
や
ギ
フ
チ
ョ

ウ
・
ヒ
メ
ギ
フ
チ
ョ
ウ
の
混
生
地
と
し
て
国

の
天
然
記
念
物
に
指
定
さ
れ
て
い
る
「
黒
岩

山
」
な
ど
の
山
々
を
擁
す
る
ブ
ナ
林
を
主
体
と

し
た
里
山
で
す
。

　

日
本
海
か
ら
約
三
十
㌔
㍍
の
こ
の
山
脈
は
、
火

山
活
動
に
よ
っ
て
造
ら
れ
た
山
地
で
、
山
脈
の
上

部
は
い
く
つ
も
の
池
沼
が
見
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、

こ
の
一
帯
は
全
国
で
も
有
数
な
豪
雪
地
で
、
山
脈

上
部
で
は
積
雪
が
七
㍍
に
も
及
び
ま
す
。

　

こ
の
山
脈
に
は
、
昔
か
ら
集
落
毎
に
十
六
も

の
峠
が
あ
り
、
県
境
を
越
え
て
の
生
活
や
文
化

の
交
流
が
盛
ん
に
行
わ
れ
、
越
後
か
ら
塩
、
魚

な
ど
の
海
産
物
、
信
濃
か
ら
和
紙
や
菜
種
油
な

ど
が
送
ら
れ
人
々
の
生
活
に
深
い
関
わ
り
を

も
っ
て
い
ま
し
た
。
古
く
は
親
鸞
聖
人
の
布
教

の
道
、
上
杉
謙
信
の
信
濃
攻
め
の
道
と
し
て
伝

え
ら
れ
て
い
る
峠
も
あ
り
ま
す
。

　

山
脈
上
部
の
森
林
は
、
そ
の
殆
ど
が
国
有
林

で
、
長
野
県
側
は
当
署
が
、
新
潟
県
側
は
上
越

森
林
管
理
署
が
管
理
し
て
い
ま
す
。
そ
の
大
半

は
ブ
ナ
を
中
心
と
す
る
天
然
林
で
、
な
か
で
も

長
野
県
側
の
鍋
倉
山
麓
に
は
、「
森
太
郎
」、

「
森
姫
」
を
は
じ
め
と
す
る
樹
齢
三
百
年
以
上

の
ブ
ナ
が
林
立
す
る
森
林
が
あ
り
、
そ
の
中
で

約
二
十
一
㌶
を
平
成
二
年
に
全
国
で
初
め
て

「
郷
土
の
森
」
と
し
て
設
定
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
斑
尾
、
茶
屋
池
、
野
々
海
池
と
い
っ
た
風

光
明
媚
な
場
所
も
あ
り
、
風
致
探
勝
林
と
し
て

設
定
し
て
い
ま
す
。
新
緑
の
芽
吹
き
や
紅
葉
の

頃
の
湖
沼
に
映
え
る
ブ
ナ
林
は
ひ
と
き
わ
美
し

い
姿
を
見
せ
て
く
れ
ま
す
。

　

六
月
の
雪
解
け
と
と
も
に
、
カ
タ
ク
リ
、
オ

オ
イ
ワ
カ
ガ
ミ
、
シ
ョ
ウ
ジ
ョ
ウ
バ
カ
マ
、
ミ

ズ
バ
シ
ョ
ウ
な
ど
の
植
物
が
咲
き
始
め
、
鍋
倉

山
周
辺
だ
け
に
生
育
す
る
ナ
ベ
ク
ラ
ザ
ゼ
ン
ソ

ウ
も
こ
の
時
期
花
を
咲
か
せ
ま
す
。

　

こ
の
山
脈
に
は
、
尾
根
沿
い
に
総
延
長
八
十

㌔
㍍
に
も
及
ぶ
日
本
初
の
歩
く
ト
レ
イ
ル
「
信

越
ト
レ
イ
ル
」
が
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。
関
田

山
脈
の
自
然
や
地
域
の
文
化
、
歴
史
に
触
れ
て

も
ら
え
る
よ
う
に
と
、
長
野
・
新
潟
両
県
の
関

係
市
町
村
、
団
体
が
一
体
と
な
っ
て
設
置
し
ま

し
た
。
平
成
十
六
年
か
ら
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
信
越

ト
レ
イ
ル
ク
ラ
ブ
」
を
中
心
に
ル
ー
ト
の
本
格

的
な
整
備
が
始
ま
り
、
構
想
か
ら
八
年
目
の
平

成
二
十
年
九
月
に
全
線
開
通
し
、
現
在
に
至
り

ま
す
。

　

関
田
山
脈
に
は
全
く
道
が
な
か
っ
た
と
い
う

わ
け
で
は
な
く
、
か
つ
て
使
用
さ
れ
て
い
た
遊

歩
道
や
国
有
林
内
の
管
理
歩
道
、
あ
る
い
は
林

道
を
活
用
す
る
形
で
整
備
が
行
わ
れ
、
ト
レ
イ

ル
が
徐
々
に
延
び
て
い
き
ま
し
た
。 

　

国
有
林
部
分
の
ル
ー
ト
に
つ
い
て
は
、「
関

田
ト
レ
イ
ル
」
と
位
置
付
け
、
前
者
と
協
定
を

結
び
、
維
持
・
活
用
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　

全
線
開
通
を
機
に
、
ト
レ
イ
ル
を
利
用
し
て

の
地
域
の
イ
ベ
ン
ト
や
学
校
で
の
自
然
環
境
教

育
も
年
々
増
え
、
平
成
二
十
一
年
度
に
は
、
延

べ
三
万
人
に
利
用
し
て
い
た
だ
く
ま
で
と
な
り

ま
し
た
。

　

ト
レ
イ
ル
道
は
、
道
標
や
案
内
板
も
設
置
さ

れ
て
お
り
、
ま
た
、
毎
年
、
刈
払
い
な
ど
の
整

備
も
さ
れ
歩
き
易
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

自
然
と
ふ
れ
合
い
な
が
ら
山
頂
を
目
指
す
登

山
と
は
違
う
「
山
歩
き
」
を
味
わ
っ
て
み
て
は

い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

◎
ア
ク
セ
ス
方
法

▼
マ
イ
カ
ー

　

上
信
越
自
動
車
道
豊
田
飯
山
イ
ン
タ
ー　
　

　

か
ら
約
三
十
分
〜
九
十
分
（
国
道
一
一　
　

　

七
号
線
経
由
各
峠
ま
で
）

▼
Ｊ
Ｒ
及
び
公
共
交
通
機
関

　

飯
山
駅
か
ら
タ
ク
シ
ー
で
約
三
十
分
〜　
　

　

�

九
十
分
（
国
道
一
一
七
号
線
経
由
各
峠
ま

で
）

信越トレイルの利用者

関田山脈（鍋倉山）遠望

ブナの紅葉に染まる野々海池


